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研究成果の概要（和文）：　本研究の起点となる戦後日本のオペラ上演に関するデータ分析では、オペラという
外来文化が、いかにして日本の文化風土に移入されたか、という実態を明らかにするものであるが、その際行っ
た分析結果の視覚化によって、日本のオペラ受容の形を裏付ける充分な視覚資料が得られた。これに加え、戦後
日本のオペラ美術を牽引した一人である三林亮太郎氏の作品を軸に、データ分析で収集した資料を時系列に対照
させ、舞台美術から見たオペラ受容の変遷を俯瞰する視覚資料の作成と考察を行った。

研究成果の概要（英文）：Through a data analysis of post-war opera performances in Japan, which 
constitutes the starting point of this study, we clarify the actual conditions of how the foreign 
opera culture was introduced in the cultural climate of Japan. By observing the results of the 
analysis conducted, we were able to obtain sufficient visual resources to substantiate a description
 of the acceptance of opera in Japan. Moreover, we compared the material collected through data 
analysis in chronological order, with the works of Mr Ryotaro Mitsubayashi, one of the leading 
artists of opera art in post-war Japan. We thereby created and examined visual materials that 
provide an overview of changes in the acceptance of opera from the perspective of stage art.

研究分野：舞台美術

キーワード： 舞台美術から見たオペラの変遷　オペラの劇構造　オペラの空間構造

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　オペラ上演記録の分析とそれに伴う可視化の結果、今まで見えにくかったオペラ文化の移入の実態と外来文化
に対する日本特有の文化風土の特徴を明らかにしたことで、戦後の日本のオペラ文化史的な研究に寄与する視覚
資料となることが期待される。この分析作業を起点にした劇（物語）構造及び劇空間の分析と考察では、舞台美
術という造形的側面からオペラ受容の実態が明らかになり、受容の変遷が概観できる視覚資料として舞台美術か
ら見たオペラ研究の第一歩となり、我が国の先行するオペラ研究（音楽的、演出的研究）と相まって、より総合
的なオペラ研究が可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景	
	 オペラの本格的な上演は昭和期に入ってからのことになるが、当初はオペラを音楽的視点か
ら捉えたものが多く、総合芸術として視覚的、造形的な側面をも含めた包括的なオペラ上演は
少なかった。これは上演環境（劇場）という物理的な不備が大きな要因として考えられるが、
それにもまして当時のオペラ上演に対する姿勢は、先進文化としての西洋音楽の吸収であった
こともあり、上演時の視覚的表現に関しては二次的に扱われることが多かった。日本における
オペラの移入は、総合芸術としてのオペラという捉え方ではなく、音楽領域を主体とした捉え
方が主流であった。このような経緯から、日本のオペラ研究は上演記録の整理とオペラ芸術の
音楽性についての論評、及び演出的な解説が主体となっている。	
	
２．研究の目的	
	 本研究はオペラという外来文化（芸術）が日本で受容される過程を、舞台芸術の構成要素で
ある舞台美術の視点で捉え、造形的、空間的な側面から解明するものである。日本にオペラが
移入されてから１００年余となるが、上演資料の多くは音楽的解説と演出的論評が大半を占め、
空間的な受け皿である舞台美術の資料は断片的に散見するにとどまっている。ここでは、オペ
ラという外来文化（芸術）の受容の在り方を造形面から明らかにしようとするものである。	
	
３．研究の方法	
	 日本のオペラの本格的な公演の担い手である二つのオペラ団体の公演活動に加えて、1990 年
代から公演回数が急増する海外の各劇場の引越し公演、1997 年に開場する新国立劇場のレパー
トリー、その他、精力的に公演を行っている日本の各劇場の公演実態を手掛かりに上演記録を
作成し、それを起点に本研究の目的である「日本におけるオペラ文化の受容」の解明に向けて
作業を進める。	
	
(1)	 戦後 65 年間（1951 年〜2015 年）のオペラの上演記録を分析し、外来文化に対する日本特
有の文化風土について考察する。また、上演記録を図表等で視覚化することで、今まで見えに
くかった外来文化（オペラ芸術）の移入の実態を明らかにする。	
	
(2)	 上演記録の分析を基に公演回数の多い上位 10 作品をサンプルとして、オペラの演劇的側
面である劇構造について、劇進行と登場人物との関係を示す視覚資料を作成し、考察を加える。
同時に、上演記録の作成の際に収集した上演写真を時系列に対照させ、劇空間の変遷が俯瞰で
きる視覚資料を作成し、考察をする。	
	
４．研究成果	
(1)	 上演記録の分析から	
公演回数の年代別推移及び上演された演目とその公演回数の年代別推移の分析。	

上演記録から算出した 65 年間（1951 年〜2015 年）の公演回数	
	 公演回数	 1,628 回	 上位 20 位まで	 797 回	 	 その他	 831 回	
	

 

 
上演記録から算出した 65 年間（1951 年〜2015 年）の演目数	
	 演目数	 318 演目	 上位 20 位まで	 21 演目	 	その他	 297 演目	

	
・	 データ分析の初期の年代では 5 年間で約 40 回の公演回数が、1986 年代を境に伸び率が
大きくなり、ピーク時の 2001 年代は 270 回を超える公演回数を示した。	

・	 各年代とも上位 20 位までの演目が常に公演回数全体の約半数を占めているが、戦後 65
年間の演目数の合計は 318 を数える多さである。	

	
	 公演回数の算出は日本人のオペラへの関心が反映されるが、戦後 65 年間で、バブル崩壊、リ
ーマンショック等の社会的、経済的状況とオペラの公演回数を照らし合わせると、公演回数自
体には影響を感じさせない。それは、オペラを含むクラシック音楽の支持層が下支えをしてい
ることが要因と思われる。	
	 反面、1986 年代以降の 25 年間は、年代ごとの公演回数に占める海外歌劇場の引越し公演が
公演数の約半数を占めている。その要因は、本来のオペラの公演活動を促す力とは違う要素が
考えられる。	
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	 オペラ移入期から今日まで、演目数は約 318 演目と算定された。伊、仏、独、露、etc…、言
語も多様で演目も多様、これらの演目が一堂に集まるのは日本だけだと思われる。オペラの見
本市みたいに受け入れて何を得ようとしたのか、これはヨーロッパの社会（文化）風土ではあ
り得ないのではないか。多様性と言ってもいいが、焦点なきオペラ公演（受容）と言えなくも
ない。	
	
	
(2)	 劇構造と劇空間の考察	
①	 劇構造の考察	
	 オペラを、物語を表す音楽と捉えるなら、ドラマのストーリーがオペラを理解する一つの要
素となり得る。それを視覚的存在とする媒体が、舞台美術の役割であった。従って、造形の拠
り所はやはり物語、時代背景、登場人物の構成等であるというところに辿り着く。登場人物た
ちがうごめくための物理的な土台（受け皿）、もしくは、ドラマが成立する視覚環境を創出する
側からオペラを見ることが出来る。	
	 音楽の役割は登場人物の感情をありのままに描き出すことが中心となるが、舞台空間の構成
は、物語のための空間（環境）をいかにして造るかが基本となる。	
	 上演芸術であるオペラは、観る我々にとってどのように作用するか。それは、上演時に同じ
時間と空間を共有することで得られる緊張感を持った音楽的な体感と同時に、物語のテーマに
自身を重ね合わせることで起こる感動体験である。これは、オペラという芸術自体があらゆる
知覚に作用するので、瞬時にイメージとして映像化され、我々を時間と空間を共有する物語の
世界にいざない、物語の世界に浸ることを可能にするからである。音楽が表す登場人物たちの
心理的な心のひだの振幅と、舞台上に創出された物語の世界観を示す舞台美術の効果はその手
掛かりとなる。	
	 劇構造の分析とは、オペラの物語性を考察することであり、物語に流れる時間の空間的な展
開を図式化したものとして捉えることが出来る。ここでは、公演回数の上位 10 作品の物語の展
開を、場面展開と主要人物の交錯、アリアなどで表される主要人物たちの心理的な振幅を軸に
図式化してみる。	
	 その結果、作品別に劇進行による物語の展開及び、登場人物の心の振幅などを複合的に解析
すると、物語の基本的な構造が浮かび上がってくる。	

	 	

その他の演目
93.4％（297演目）

1～ 10位の演目
3.5％（11演目）

12 ～ 20位の演目
3.1％（10演目）

戦後（65年間）の総演目数に占める
上位20位までの割合
（※1951年～ 2015年）
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戦後（65年間）の総公演数に占める
上位20位までの割合
（※1951年～ 2015年）

その他の演目
51.0％（831回）

1～ 10位の演目
35.5％（577回）

12 ～ 20位の演目
13.5％（220回）
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上位 20 位までの演目の 65 年間（1951 年～2015 年）の公演回数
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上位 20 位までの演目とその他の演目の年代（5年）ごとの公演回数の移り変わり



	

	

 
	 「蝶々夫人」は欧米から見た 19 世紀の日本のイメージが、東洋と西洋の文化的対比として表
れたエキゾチックな作品である。ただ、日本人にとってはジャポニズムの概念のようなイメー
ジギャップを伴って受け入れられてきた。物語の解釈も二極に分かれ、日本女性の純愛ととる
か、時代の変化の中の歴史的エピソードととるかによって、劇空間の表現が異なるものとなる。
従って、外国人の演出、主演と日本人による演出、主演によって次のように受容が変わる。	
・	 西欧から見た日本のイメージのエスニックな物語	
・	 国籍の異なる男女の悲劇的な愛の物語	
・	 日本様式の近代的な表象の世界（西欧的形象化）	
	
②	 劇空間の考察	
	 舞台美術は音楽より、場面設定、時代背景、物語が繰り広げられるにふさわしい環境の創造
が表現の主体となるので、オペラ受容の初期には、基準とする舞台の選定が必要となった。	
	 日本に移入されたクラシック、オペラの作品の多くは、19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけ
て発表されたものである。いわゆるバロック音楽やロマン主義（派）の音楽が主流であり、ほ
とんどがバロック様式の額縁式劇場（舞台）で上演されたものである。従って、舞台の構成に
は一定の様式性があり、作品毎に定形的な構造が見られる。それが、日本に移入されたオペラ
の舞台のイメージを形成した形跡が窺える。例えて言えば、歌舞伎劇の定式舞台にも通ずる定
形的様式の定着とも言える。	
	 1950 年代以前の日本では、オペラの舞台上演は、西欧の形式を再現することから受容し始め
た。オペラを視覚的に受容した手法は、つまり、「写し」から始まる日本芸能の習得技法の延長
とも言える。1940 年代〜1950 年代の舞台上演は、オペラの演出も舞台美術も引き写しと捉える
面もあるが、先に触れた歌舞伎劇の定式舞台の概念から捉えると、様式の移入としてやむをえ
ない処置でもあったと言える。その結果移入 100 年を超えて尚、海外からの引っ越し公演が、
日本のオペラ公演に強い影響を与えている。そこで、日本の舞台美術家が受け止めたオペラの
造形的受容を考える一つの手掛かりとして、三林亮太郎氏の事例を辿ってみたい。	
	
	 三林作品について言えば、蝶々夫人の戦前の作例はない。戦後は外国の視点で見たエキゾチ
シズムの表象を試みた。その後、西欧的な機能性を持った日本様式の舞台構成、抽象化した日
本的様式による表象的舞台などを試みている。	
	



	 日本のオペラ美術の多くは音楽劇としての物語背景を主体として、劇的イメージ、物語イメ
ージを視覚化したものが多い。だから未だに新国立劇場のオペラの舞台は具象的イメージのバ
リエーションが多いのだと思う。それが日本人のオペラ受容の一つの形として残っている。	
	 三林作品は、オペラを受容した近代日本の舞台美術の標本の一つとして捉えてみると、西欧
オペラの単なる模倣というより、当時の日本のオペラの受け止め方や舞台美術の技法、様式の
独自の解釈も含まれている。その当時の音楽、美術、文芸の在り方が色濃く反映され、時代の
流れを象徴する側面もある。従って、オペラの視覚的受容は、簡単に言えば日本の舞台美術が
（歌舞伎、能しか知らない日本演劇が）どのようにオペラという外来文化を受け入れてきたか
という視点に他ならない。藤原歌劇団、二期会、あるいは三林作品を通して考えてみると、戦
後様々な海外の歌劇場が招聘されたが、それは各々の国の文化が受け入れた劇空間を見せてく
れたデータとも読み取れるであろう。	
	
	
(3)	 オペラと社会的変容	
	 海外のオペラ公演も、大胆で新しい演出を試みる傾向がみえる。それらの情報は、いち早く
音楽評論などで紹介されたり、賛否両論が交わされたりしているが、日本で上演されるオペラ
はまだ、正統的な装飾的具象舞台が多い。それでも、イタリアの自然主義的舞台、ドイツの象
徴的演出の舞台を両極として、新リアリズムとか心理表現の重視とか、現代的解釈による役柄
の表現とか多様な展開をみせている。	
	 1989 年のドイツ統一、ＥＵの拡大など、1990 年代以降は、政治的、社会的関わりを重視した
舞台（演出）が話題となる。特に、急東ドイツ出身の演出家たちが、「タンホイザー」や「魔笛」
「ニーベルングの指輪」「トリスタンとイゾルデ」などで、独自の作品解釈を示した。フランス
のシエローなども独自の演出傾向を示した。イタリア系のストレーレルやロンコーニは、古典
劇の前衛的演出で評判となる。	
	 日本では、1991 年のバブル崩壊と、1995 年、阪神淡路大震災が社会経済や消費構造を変える
契機となった。イタリア、ドイツ、アメリカのオペラ団の他に、ロシア（旧ソ連）、東欧など、
多様な地域から多様な演出のオペラを招来することになる。オペラのグローバル化とも言える
公演体制が形成されていく。	
	 2001年のニューヨークの同時多発テロと、その後の2008年のリーマンショックも社会情勢、
経済状況を大きく変革させたと言える。経済的、集客的視点から、音楽祭、フェスティバルが
増え、新国立劇場の他、東京、横浜、びわ湖、北九州など、地方公演、音楽祭も盛んになって
きている。	
	 2011 年の東日本大震災による原子力発電や津波に対する環境変化への社会の対応も、首都圏
中心のオペラ公演の動向に変化をもたらしている。	
	 作品解釈の多様性と演出の新しさが求められ、芸術的側面より娯楽、大衆化の側面が求めら
れるようになった。	
	
	
＊	 データ作成にあたっては、日本オペラ史（関根礼子著）、昭和音楽大学オペラ研究所オペ
ラ情報センター、日本オペラ振興会ホームページ、東京二期会ホームページ、新国立劇
場ホームページ、二期会史、音楽の友、GRAND	OPERA、を基に収集した。	

＊	 データ分析にあたっては、戦後日本のオペラ界を牽引してきた藤原歌劇団、東京二期会、
新国立劇場、その他主要公演団体、海外歌劇場日本公演の 1951 年から 2015 年までの 65
年間の活動をサンプルとした。	

	
＊	 劇構造、劇空間の考察にあたっては、上位 10 作品を用意したが、本報告書の紙面の都合
上、蝶々夫人を例としてあげる。	
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